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1． イントロダクション 
 

 4 月後半から 9 月前半にかけて，しばしばオホー

ツク海上に寒冷な高気圧が発生する．この高気圧は

オホーツク海高気圧と呼ばれ，しばらく停滞し梅雨

前線ややませの原因になると言われている．また，

7 月・8 月にこの高気圧が発生すると日本が冷夏に

なると言われている(Nakamura and Fukamachi1) 
2004)．この高気圧に伴ってよく霧や下層雲が発生

することが知られており，その形成にはオホーツク

海の冷たい海水面温度  (SST) が関わっている 
(Tachibana et al．2) 2004)．しかし，オホーツク海

で直接観測した気象データは少なく，実際どのよう

に海が大気に影響を及ぼしているのかは明確にはな

っていない．本研究では，数少ない観測データであ

る1998年と2006年にオホーツク海で観測されたラ

ジオゾンデのデータを解析し，海面からの影響が大

気を高気圧化させるプロセスと，どの程度高気圧化

させるのかを解明することを目的とする． 
 

2． データ，解析手法 
 

 本研究では，ロシアの観測船 Khromov がオホー

ツク海で行ったラジオゾンデ観測のデータを使用す

る．1998 年の観測は 7 月 9 日から 25 日まで，18
日までは 6 時間ごとに，それ以降は 12 時間ごとに

計 50 回放球した(図 1)． 2006 年観測では 8 月 16

日から 31 日まで 6 時間ごとに，計 63 回放球した(図
2)． また，観測値と比較するために領域気候モデル

IPRC Regional Climate Model (iRAM) の計算結果

を用いる．計算は 1998 年のみ行っており，解像度

は水平方向に 0.5°, 鉛直方向に 28 層で下層ほど解

像度が細かくなっている． 
得られたデータを基に上空 3km までの大気の気

温鉛直プロファイルを作成した．その結果，SST が

非常に低いブッソル海峡上では，1998 年と 2006 年

の気温の鉛直構造が似ていることが解った．そこで，

解析範囲をブッソル海峡上で観測した 37 点に絞り，

気温の鉛直構造や大気場の変化を調べた．また，ブ

ッソル海峡上での熱収支がどのようになっているの

かを調べるために，鉛直一次元放射対流モデルを用

いて計算を行った． 
 

3． 結果 
 
 

1) 気温の鉛直構造 
 ブッソル海峡上で観測したのは，2006 年に 20 点，

1998 年に 17 点の計 37 点である．各地点において，

地表から 3000m までの平均気温をそれぞれ求め，

各気温鉛直プロファイルで平均気温からの差を計算

した．その結果，全ての地点で最下層に大きな逆転

層が見られるプロファイルとなった(図 3)．本研究で
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は，このようなプロファイルを「接地逆転型プロフ

ァイル」とする．同じ 37 点で，風速・風向・混合

比を比較したところ，2006 年と 1998 年では明らか

に異なり，観測中の変化も大きかった．このことか

らブッソル海峡上では，大気場の風や水蒸気が変化

しても，気温は常に接地逆転型プロファイルである

ということがわかった．つまり，ブッソル海峡上で

は，大気状態は接地逆転型プロファイルで定常的に

バランスしていると言える． 

2) 鉛直一次元放射対流モデル 
気温が接地逆転型プロファイルで安定していると

いうことは，熱収支がバランスしているということ

を示している．そこで，鉛直一次元放射対流モデル

を用いて放射を計算した．解像度は鉛直 590 層で上

空 10000m までは分解能 20m，10000m から

100000m まで分解能 1000m とした．気温，気圧，

湿度の初期値は 37 点の平均値を用いた．その他に

CO2 などのガス量は観測データがないため一定値

を使用した．計算は 1 ステップ１時間とした．計算

結果を図 4 に示す． 
 図 4 から，接地逆転型プロファイルは，高度 500m
以上では冷却され，最下層では加熱されて接地逆転

が弱まる．しかし，観測結果ではブッソル海峡上で

接地逆転が強いまま維持されているため，この冷却

と加熱にバランスするメカニズムが必要である． 
3) 気圧上昇効果 
ブッソル海峡上では，冷たい海面の影響で接地逆

転型プロファイルが形成されていると考えられる．

このことから，仮に冷たい海が無いとすると下層大

気はより高温だったと考えられる．静力学的には大

気が冷却されると表面気圧は上昇する．そこで，ブ

ッソル海峡での平均的なプロファイルから大気の冷

却による表面気圧の変化を計算した．その結果，冷

却効果により約 1.7hPa 気圧が上昇していることが

わかった． 
 

4． 考察とまとめ 
 

 本研究では，ブッソル海峡上で接地逆転型プロ

ファイルが大気場の変動とは関係なく維持され

ていることがわかった．そして，接地逆転型プロ

ファイルを維持するためには，高度 500m 以上に

おける冷却と最下層の加熱に対してバランスす

る加熱と冷却が必要である．高度 500m以上では，

下降気流による断熱圧縮によって加熱されてい

ると考えられる．一方最下層については，ブッソ

ル海峡の非常に低い SST が冷却源となっている

と考えられる． 
 ブッソル海峡の非常に低い SST が接地逆転型

プロファイルを維持しているのであれば，その冷

却効果による表面気圧の上昇も維持される．また，

高度 500m以上で生じる下降気流も気圧を上昇さ

せる．これらのことから，ブッソル海峡の非常に

低い SST が大気を高気圧化しているといえる． 
  

5． 謝辞 
 

 本研究を始めるにあたって，Khromov の観測デ

ータを提供してくださった北海道大学の宇田川祐介

氏， iRAM モデルの計算を行ってくださった

Nanyang 理工大学の古関俊也氏，鉛直一次元放射対

流モデルを提供してくださった JAMSTEC の大淵

済氏，東工大の鈴木遼平氏，様々な点でアドバイス

していただいた西川はつみ氏，その他研究室のメン

バー，要旨を添削してくださった小松謙介氏に感謝

の意を表します． 
 

６． 引用文献 
 

1) Nakamura, H., T. Fukamachi (2004): Evolution 
and dynamics of summertime blocking over the Far 
East and the associated surface Okhotsk high. ,Q. J. 
R. Meteorol. Soc. , 130, 1213-1233 

 

2) Tachibana, Y., K. Iwamoto, and M. Ogi (2004): 
Abnormal meridional temperature gradient and its 
relation to the Okhotsk high. ,J. Meteor. Soc. Japan. , 
86, 753-771 


